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第
10
代
自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
長

松
島
史
人
防
衛
事
務
官
着
任

佐
賀
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
松
島
防
衛
事
務
官
）
は

４
月
７
日
（
木
）
、
令
和
４
年
度
の
出
陣
式
を
実
施
し
た
。

快
晴
の
下
、
防
衛
協
会
、
隊
友
会
、
家
族
会
、
募
集
相
談

員
連
合
会
及
び
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
各
支
援
団
体
会
長
に
ご
参
列

い
た
だ
き
盛
大
に
行
っ
た
。

本
部
長
の
訓
示
で
は
「
少
子
化
に
よ
る
募
集
対
象
者
の
減

少
及
び
高
学
歴
化
に
伴
い
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
募
集
環

境
の
中
、
協
力
諸
団
体
等
の
皆
様
の
ご
協
力
と
地
本
部
員
が

一
丸
と
な
り
熱
意
を
も
っ
て
募
集
・
援
護
業
務
を
実
施
し
た

結
果
、
昨
年
度
は
立
派
な
成
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
部
員
へ
の
労
い
と
と
も
に
、
「
現
状
の
成
績
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
更
な
る
努
力
を
重
ね
、
様
々
な
方
々
と
の
連
携

を
図
り
、
創
意
を
も
っ
て
任
務
完
遂
に
邁
進
し
、
令
和
４
年

度
の
各
種
目
標
を
必
ず
達
成
す
る
こ
と
を
信
じ
諸
官
の
一
層

の
奮
励
努
力
を
期
待
す
る
」
と
激
励
し
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
他
、
広
報
員
・
援
護
係
・
予
備
自
衛
官
係
の
代
表
に

よ
る
決
意
表
明
、
目
標
達
成
を
誓
う
た
め
の
ダ
ル
マ
の
目
入

れ
、
勝
鬨
、
車
両
の
出
発
式
等
の
一
連
の
行
事
を
実
施
し
佐

賀
地
本
は
、
各
種
目
標
に
向
か
っ
て
の
一
層
の
努
力
を
誓
っ

た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
３
月
11
日
（
金
）
本
部

庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
方
面
優
秀
隊
員
と
し

て
受
賞
さ
れ
た
佐
賀
地
方
協
力
本
部
の
先
任
陸
曹
松

尾
和
幸
准
陸
尉
の
紹
介
行
事
を
実
施
し
た
。

本
行
事
は
、
西
部
方
面
隊
の
精
強
化
に
貢
献
し
た

隊
員
を
招
待
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に

隊
員
の
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎

年
方
面
総
監
部
が
主
催
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
か
ら
各
部
隊
長
計
画
の
実
施
と
な
っ
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
に
お
い
て
は
、
冒
頭
に
方
面

総
監
か
ら
い
た
だ
い
た
お
祝
い
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
本
部
長
か
ら
顕
彰
盾
等

記
念
品
の
贈
呈
、
各
課
・
各
所
の
先
任
陸
曹
に
よ
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
ム
ー
ビ
ー
鑑
賞
の
次
第
で
行
っ
た
。

受
賞
し
た
松
尾
准
尉
か
ら
は
、
「
方
面
優
秀
隊
員

受
賞
は
地
本
部
員
皆
さ
ん
の
日
々
の
任
務
の
邁
進
が

あ
っ
て
、
今
回
私
が
そ
の
代
表
と
し
て
頂
く
こ
と
が

で
き
た
」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
の
行
事
と
な
っ
た
。

総
務
課

令
和
３
年
度
方
面
優
秀

隊
員
表
彰
式

竹本西部方面総監からのお祝いメッセージ

主要補職

平成 ２６年 ４月
官房広報課(市ヶ谷)

同 ２７年 ４月
情報本部計画部(市ヶ谷)

同 ３０年 ４月
情報本部統合情報部(市ヶ谷)

同 ３０年 ８月
人教局厚生課総括班長(市ヶ谷)

令和 ２年 ９月
官房広報課報道室長(市ヶ谷)

令
和
４
年
度
の
任
務
完
遂
を
誓
う

―

部
員
全
員
で
出
陣
式―

令
和
４
年
４
月
１
日
（
金
）
付
を

も
っ
て
、
第
10
代
自
衛
隊
佐
賀
地
方

協
力
本
部
長
に
松
島
防
衛
事
務
官
が

着
任
し
、
同
日
、
地
本
本
部
に
お
い

て
、
着
任
行
事
を
行
っ
た
。

松
島
本
部
長
は
、
参
列
し
た
全
部

員
に
対
し
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
前

向
き
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
佐
賀
地
本

の
全
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
任
務

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
と
し
て
訓
示
と
し
た
。

着任本部長の紹介

氏 名 松島 史人

出身地 愛媛県

着任の紹介を受ける松島本部長

任務完遂を誓う部員による勝鬨

部員代表による決意表明

方面優秀隊員の言葉



募
集
課

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
３
年
度
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
一
般
）
第
1
次
試
験
を
令
和
４
年
１
月
22
日
（
土
）
に

第
２
次
試
験
を
２
月
５
日
（
土
）
に
実
施
し
た
。

高
等
工
科
学
校
は
、
将
来
の
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る

自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
学
校
で
、
３

学
年
を
修
了
す
る
と
、
防
衛
大
学
校
等
の
受
験
が
可
能
で
あ

る
。受

験
者
は
緊
張
し
た
様
子
の
中
、
筆
記
試
験
、
口
述
試
験

及
び
身
体
検
査
に
臨
み
、
最
後
ま
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
試
験
を
終
え
た
受
験
生
か
ら
は
「
初
め
て
の
受
験
で
緊

張
し
た
」
「
合
格
し
て
、
将
来
は
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た

い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
各
種
目
募
集
・
採
用
業

務
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

試験説明を受ける受験生

「
未
来
」を
護
る
自
衛
官
を

目
指
し
て

募
集
課

入
隊
予
定
者
に
対
し
教
育
隊

研
修
を
実
施

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
入
隊
前
の
つ
な
ぎ
広
報
と
し
て

３
月
７
日
（
月
）
～
３
月
９
日(

水)

の
間
、
陸
上
自
衛
隊
久

留
米
駐
屯
地
・
大
村
駐
屯
地
に
お
い
て
、
入
隊
予
定
者
に
対

し
て
教
育
隊
研
修
を
実
施
し
た
。

本
研
修
で
は
、
入
隊
予
定
者
の
不
安
を
少
し
で
も
払
拭
す

る
た
め
、
教
育
隊
の
概
要
説
明
・
教
育
隊
及
び
駐
屯
地
の
施

設
見
学
・
隊
員
と
の
懇
談
を
そ
れ
ぞ
れ
各
日
に
別
れ
て
計
画

し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
体
験
喫
食
の
中
止
・
参

加
人
員
の
制
限
等
の
制
約
が
あ
っ
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
る

と
と
も
に
、
各
駐
屯
地
広
報
の
積
極
的
な
支
援
に
よ
り
、
参

加
者
か
ら
は
、
「
教
育
隊
の
施
設
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
入

隊
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
し
た
」
「
年
齢
の
近
い
隊
員

の
方
と
お
話
が
で
き
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
な
り
ま

し
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

当
研
修
の
参
加
に
よ
り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
信
頼
感
の
醸

成
、
将
来
に
対
す
る
不
安
感
の
払
拭
及
び
入
隊
意
欲
の
向
上

を
寄
与
す
る
つ
な
ぎ
広
報
と
な
っ
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
今
後
も
各
種
目
募
集
・
採
用
業
務
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

援
護
課

令
和
３
年
度
第
４
回
予
備
自
衛
官

１
日
間
招
集
訓
練
を
実
施

前本部長による訓示

予備自衛官制度の説明

隊員との懇談

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
３
月
13
日
（
日
）
本
部
会
議
室

に
お
い
て
令
和
３
年
度
第
４
回
予
備
自
衛
官
１
日
間
招
集
訓

練
を
実
施
し
た
。

今
回
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
２
月
６
日
（
日
）
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
期
間
と
な
っ
た
た
め
、
解
除
後
に
予
備
自
衛
官
と
し

て
採
用
に
な
っ
た
６
名
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
策
を
講
じ
て
実
施
し
た
。

本
部
長
は
、
訓
示
に
お
い
て
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
の
使

命
感
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
招
集
訓
練
出
頭
の
際
の
不
安

を
払
拭
さ
せ
、
所
定
の
招
集
訓
練
へ
の
出
頭
を
促
し
た
。

自
衛
隊
を
退
職
し
て
一
年
未
満
で
予
備
自
衛
官
に
採
用
さ

れ
た
場
合
、
初
年
度
の
出
頭
は
地
方
協
力
本
部
で
実
施
す
る

１
日
間
訓
練
の
み
と
な
り
、
こ
れ
は
、
新
し
い
仕
事
や
新
し

い
職
場
環
境
に
慣
れ
る
時
間
を
十
分
に
取
る
こ
と
で
、
翌
年

度
以
降
の
５
日
間
招
集
訓
練
出
頭
に
向
け
て
準
備
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
訓
練
に
参
加
し
た
予

備
自
衛
官
は
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
継
続
し
て
予
備
自
衛
官

等
の
志
願
者
を
募
集
し
て
い
く
。

生活隊舎見学

緊張した様子の受験生（受付中）



鳥
栖
所

入隊・入校予定者との記念撮影（鳥栖市）

古賀 前本部長から祝辞（神埼市）

募
集
看
板
の
更
新

武
雄
所

武
雄
地
域
事
務
所
（
所
長

笠
原
２
等
空
尉
）
は
、
３
月

25
日
（
金
）
事
務
所
入
口
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
自
衛

官
募
集
の
看
板
デ
ザ
イ
ン
を
更
新
し
た
。
旧
看
板
は
、
昭
和

57
年
、
当
時
の
山
内
募
集
事
務
所
（
武
雄
市
山
内
町
）
か
ら

現
在
地
に
事
務
所
が
移
転
し
て
以
降
、
約
40
年
に
渡
り
設
置

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
度
、
経
年
劣
化
を
理
由
に

惜
し
ま
れ
つ
つ
更
新
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
更
新
さ
れ
る

ま
で
の
間
、
旧
看
板
は
１
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
雨
の
日
も

風
の
日
も
多
く
の
武
雄
市
民
等
に
対
し
て
黙
々
と
自
衛
官
募

集
を
訴
え
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
極
め
て

著
し
く
約
40
年
間
の
任
務
完
遂
に
武
雄
地
域
事
務
所
一
同
敬

意
を
表
し
た
い
。

新
看
板
に
つ
い
て
は
、
桜
の
花
び
ら
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
と

自
衛
官
募
集
に
「
平
和
を
仕
事
に
す
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
事
務
所

の
新
し
い
広
報
官
の
一
員
と
し
て
、
１
人
で
も
多
く
の
募
集

適
齢
者
に
対
し
て
、
昼
夜
兼
行
、
積
極
的
に
自
衛
官
募
集
を

訴
え
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
よ
う
こ
そ
武
雄
地
域
事

務
所
へ
。

武
雄
所
は
、
「
今
年
度
の
募
集
目
標
を
達
成
す
べ
く
、

人
・
物
一
体
と
な
っ
て
優
秀
な
隊
員
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て

行
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

鳥
栖
市
及
び
神
埼
市
の
入
隊
・入
校

予
定
者
激
励
会
を
支
援

唐
津
出
張
所
（
所
長

竹
村
２
等
空
尉
）
は
、
２
月
24

日
（
木
）
、
佐
志
中
学
校
に
お
い
て
職
業
体
験
学
習
を
実

施
し
た
。

２
年
生
の
男
女
15
名
が
参
加
し
、
職
業
講
話
の
後
に
竹

と
毛
布
を
使
用
し
た
簡
易
補
助
担
架
の
作
成
要
領
、
敬
礼

や
方
向
転
換
等
の
基
本
教
練
、
自
衛
隊
で
使
用
す
る
制
服

や
車
両
装
備
品
等
を
展
示
し
た
。
生
徒
達
は
普
段
の
学
校

生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
に
新
し
い
発
見
や
驚
き
を

感
じ
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業
所
へ
の
訪
問
が
制
限
さ
れ
て
い

た
た
め
、
部
隊
の
状
況
を
見
せ
る
こ
と
で
き
な
か
っ
た
が

少
し
で
も
自
衛
隊
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
前
か
ら
自
衛
隊
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
の
で
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
「
今

回
の
体
験
を
生
か
せ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
行
動

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

唐
津
出
張
所
は
、
「
今
後
も
職
業
体
験
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
じ
て
唐
津
の
生
徒
が
自
衛
隊
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

唐
津
所

佐
志
中
学
校
職
業
体
験

鳥
栖
地
域
事
務
所
（
所
長

中
澤
１
等
陸
尉
）
は
、
２
月

26
日
（
土
）
か
ら
３
月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
佐
賀
県
東

部
地
区
の
鳥
栖
市
、
神
埼
市
、
上
峰
町
、
吉
野
ヶ
里
町
及
び

基
山
町
が
各
地
区
家
族
会
と
主
催
す
る
令
和
３
年
度
入
隊
・

入
校
予
定
者
激
励
会
に
参
加
し
た
。

激
励
会
は
、
各
市
町
の
防
衛
協
会
会
長
が
参
加
さ
れ
、
東

部
地
区
（
み
や
き
町
を
除
く
）
か
ら
入
隊
・
入
校
予
定
で
あ

る
21
名
に
対
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
佐
賀
県
防
衛
協
会
及

び
佐
賀
県
自
衛
隊
家
族
会
よ
り
激
励
品
を
贈
呈
さ
れ
た
。
入

隊
・
入
校
予
定
者
は
、
激
励
の
言
葉
を
受
け
「
こ
れ
か
ら
は

自
衛
官
と
し
て
自
覚
あ
る
行
動
を
心
掛
け
た
い
」
「
多
く
の

人
の
役
に
立
て
る
自
衛
官
に
な
り
た
い
」
等
、
決
意
の
言
葉

を
一
人
一
人
が
述
べ
た
。

各
入
隊
・
入
校
予
定
者
は
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
、
一
般

曹
候
補
生
課
程
で
教
育
隊
へ
、
入
校
者
は
防
衛
大
学
校
、
高

等
工
科
学
校
へ
入
校
し
た
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
自
治
体
や
協
力
団
体
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。

新しく所員に加わった募集看板

夜間になり光が灯された募集看板

基本教練を学ぶ生徒たち

竹と毛布を使用した担架の作成



鳥
栖
所

入隊・入校予定者との記念撮影（鳥栖市）

古賀 前本部長から祝辞（神埼市）

新
規
採
用
防
衛
事
務
官
の
入
省

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
４
月
１
日
（
金
）
、
令
和
４
年

度
新
規
採
用
の
防
衛
事
務
官
の
入
省
式
を
行
っ
た
。

入
省
式
で
は
、
部
員
約
70
名
が
集
ま
る
な
か
、
本
部
長
か

ら
辞
令
書
の
交
付
を
行
っ
た
後
に
、
帖
佐
事
務
官
（
新
規
採

用
者
）
に
よ
る
力
強
い
宣
誓
が
行
わ
れ
た
。

「
こ
の
佐
賀
の
地
を
楽
し
み
つ
つ
、
職
務
に
邁
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
決
意
表
明
も
行
わ
れ
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
す

る
。

鳥
栖
市
及
び
神
埼
市
の
入
隊
・入
校

予
定
者
激
励
会
を
支
援

佐
賀
募
集
案
内
所
（
所
長

井
筒
３
等
陸
佐
）
は
、
３
月

９
日
（
水
）
、
思
斉
中
学
校
及
び
城
北
中
学
校
の
職
業
人
講

話
に
参
加
し
た
。

こ
の
講
話
の
目
的
は
生
徒
達
が
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て

よ
り
深
く
考
え
、
適
切
な
進
路
選
択
の
力
を
身
に
着
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

今
回
は
２
校
同
時
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
所
長
と
二
手

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
思
斉
中
学
１
年
生
約
60
名
、
城
北
中

学
1
年
生
約
50
名
に
対
し
、
自
衛
隊
の
紹
介
と
自
分
達
が
経

験
し
て
き
た
仕
事
に
つ
い
て
の
誇
り
や
、
遣
り
甲
斐
等
を
熱

く
語
っ
た
。

講
話
に
参
加
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
「
高
等
工
科
学
校
に

行
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
」
「
第
1
空
挺
団
に

入
っ
て
、
狙
撃
手
に
な
り
た
い
で
す
」
等
具
体
的
な
質
問
も

聞
か
れ
非
常
に
頼
も
し
く
思
え
た
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
今
後
も
積
極
的
に
学
校
と
協
力
し
、

自
衛
隊
の
認
知
度
向
上
及
び
志
願
者
獲
得
に
貢
献
し
た
い
と

し
て
い
る
。

佐
賀
所

思
斉
・城
北
中
学
校
で
職
業
人

講
話
に
参
加

鳥
栖
地
域
事
務
所
（
所
長

中
澤
１
等
陸
尉
）
は
、
２
月

26
日
（
土
）
か
ら
３
月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
佐
賀
県
東

部
地
区
の
鳥
栖
市
、
神
埼
市
、
上
峰
町
、
吉
野
ヶ
里
町
及
び

基
山
町
が
各
地
区
家
族
会
と
主
催
す
る
令
和
３
年
度
入
隊
・

入
校
予
定
者
激
励
会
に
参
加
し
た
。

激
励
会
は
、
各
市
町
の
防
衛
協
会
会
長
が
参
加
さ
れ
、
東

部
地
区
（
み
や
き
町
を
除
く
。
）
か
ら
入
隊
・
入
校
予
定
で

あ
る
21
名
に
対
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
佐
賀
県
防
衛
協
会

及
び
佐
賀
県
自
衛
隊
家
族
会
よ
り
激
励
品
を
贈
呈
さ
れ
た
。

入
隊
・
入
校
予
定
者
は
、
激
励
の
言
葉
を
受
け
「
こ
れ
か
ら

は
自
衛
官
と
し
て
自
覚
あ
る
行
動
を
心
掛
け
た
い
。
」
「
多

く
の
人
の
役
に
立
て
る
自
衛
官
に
な
り
た
い
。
」
等
、
決
意

の
言
葉
を
一
人
一
人
が
述
べ
た
。

各
入
隊
・
入
校
予
定
者
は
、
３
月
末
か
ら
出
発
し
、
自
衛

官
候
補
生
課
程
、
一
般
曹
候
補
生
課
程
で
教
育
隊
へ
、
入
校

者
は
防
衛
大
学
校
、
高
等
工
科
学
校
へ
入
校
す
る
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
自
治
体
や
協
力
団
体
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。
」

と
し
て
い
る
。

思斉中学での講話（永石１等海曹）

城北中学での講話（井筒３等陸佐）

第
四
級
賞
詞
（
災
害
派
遣
）

総
務
課

防
衛
事
務
官

宮
本

優

第
四
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

募
集
課

防
衛
事
務
官

内
村

招
博

総
務
課

陸
曹
長

佐
々
原

郁
美

佐
賀
募
集
案
内
所

１
等
陸
曹

黒
岩

稔

募
集
課

防
衛
事
務
官

高
木

翔
汰

第
五
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

援
護
課

防
衛
事
務
官

今
泉

和
幸

援
護
課

准
陸
尉

長
弘

亜
盛

援
護
課

陸
曹
長

岡

保
則

募
集
課

１
等
海
曹

志
水

裕
子

唐
津
出
張
所

２
等
空
曹

麻
生

由
美

佐
賀
募
集
案
内
所

２
等
空
曹

大
城

雄
一
郎

令和３年度後期表彰

本部長から辞令書の交付

緊張しながらも力強い宣誓悩み事は大先輩が解決します

仕事にも慣れてきた様子（約一ヶ月経過）



令
和
３
年
度
後
期
（
３
月
14
日
付
）

転
出
者

【
総
務
課
】

陸
曹
長

佐
々
原

郁
美

目
達
原
駐
屯
地
へ

【
鳥
栖
地
域
事
務
所
】

１
等
陸
曹

服
巻

浩
二

目
達
原
駐
屯
地
へ

【
唐
津
出
張
所
】

２
等
空
曹

麻
生

由
美

春
日
基
地
へ

【
佐
賀
募
集
案
内
所
】

２
等
空
曹

大
城

雄
一
郎

芦
屋
基
地
へ

【
唐
津
出
張
所
】

２
等
陸
曹

友
田

祐
樹

福
岡
病
院
へ

人
事
往
来

令
和
３
年
度
（
３
月
31
日
付
）

転
出
者

【
援
護
課
】

防
衛
事
務
官

福
川

靖

市
ヶ
谷
駐
屯
地
へ

【
総
務
課
】

防
衛
事
務
官

宮
本

優

海
田
市
駐
屯
地
へ

【
募
集
課
】

防
衛
事
務
官

内
村

招
博

熊
本
地
本
へ

【
援
護
課
】

防
衛
事
務
官

今
泉

和
幸

目
達
原
駐
屯
地
へ

【
募
集
課
】

防
衛
事
務
官

高
木

翔
汰

市
ヶ
谷
駐
屯
地
へ

人
事
往
来

令
和
３
年
度
後
期
（
３
月
14
日
付
）

転
入
者

【
副
本
部
長
】

２
等
陸
佐

坂
本

嘉
庸

北
千
歳
駐
屯
地
か
ら

【
総
務
課
】

１
等
陸
尉

林
田

和
久

前
川
原
駐
屯
地
か
ら

【
援
護
課
】

１
等
陸
曹

黒
川

晃
二

相
浦
駐
屯
地
か
ら

【
援
護
課
】

２
等
陸
曹

佐
藤

光
浩

久
留
米
駐
屯
地
か
ら

【
総
務
課
】

２
等
陸
曹

久
保

佳
代

目
達
原
駐
屯
地
か
ら

【
鳥
栖
地
域
事
務
所
】

２
等
陸
曹

小
出

剛

前
川
原
駐
屯
地
か
ら

【
佐
賀
募
集
案
内
所
】

２
等
陸
曹

山
口

晃
志
郎

前
川
原
駐
屯
地
か
ら

【
唐
津
出
張
所
】

２
等
空
曹

佐
々
木

純
一

春
日
基
地
か
ら

【
佐
賀
募
集
案
内
所
】

３
等
空
曹

山
下

国
晃

春
日
基
地
か
ら

令
和
４
年
度
（
４
月
１
日
付
）

転
入
者

【
本
部
長
】

防
衛
事
務
官

松
島

史
人

市
ヶ
谷
駐
屯
地
か
ら

【
援
護
課
】

防
衛
事
務
官

江
島

修
一
郎

市
ヶ
谷
駐
屯
地
か
ら

【
総
務
課
】

防
衛
事
務
官

野
田

功

熊
本
地
本
か
ら

【
募
集
課
】

防
衛
事
務
官

吉
川

宏
史

沖
縄
地
本
か
ら

【
援
護
課
】

防
衛
事
務
官

山
光

拓
郎

健
軍
駐
屯
地
か
ら

転出行事の思い出写真



祝

定
年
退
官

令
和
４
年
３
月
31
日
付

防
衛
事
務
官

内
和
田

不
二
夫

事務所等 住 所 電話番号

本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４１－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０３
佐賀市栄町３―５１

０９５２－２５－６７００

インスタグラム ツイッター ホームページ

佐賀地方協力本部

色々な活動状況やイベントの告知と試験案内を配信してします。

下のＱＲコードから！！！

ユーチューブ

第
９
代

自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
長

古
賀

博
彦
１
等
陸
佐

３
月
30
日
退
官

令
和
４
年
３
月
25
日
付

２
等
陸
佐

小

山

光 最後も笑顔で

作製者と記念に

総務課長から

副本部長新・旧交代

部員による見送り

３年間の佐賀地本の思い出

国旗に敬礼！

地本OBも駆けつけました

最後の集合写真

国旗に敬礼！

佐賀県防衛協会副会長
大隈正道 様から花束贈呈

防衛協会女性部の方と

次の勤務先はこの方向

鳥栖所の仲間と

鬼の目にも涙が・・・

数々の功績が書かれた顕彰状

前副本部長と握手

前本部長と一緒に

退官者としての言葉

西方幕僚長と一緒に

万歳三唱


